
清風学園鉄道研究部 新入生歓迎用部誌 

第一こだま 第 95号 

 
清風鉄研に入るなら、、、 

①自分のスキルを活かせる、課ごとの取り組み 

②週１回のメイン模型台での運転体験 

③先輩とのコミュニケーション 

だまされたと思ってやってみてください。 



お品書き 

1.鉄研ってそもそもどんな部活なの？ 

2.普段の部活動の紹介 

3.各課の紹介 

4.過去の活動記録、実績 

5.おわりに 

6.あとがき 

※Caution!!! 

これから先、作者の文章力に由来する拙い日本語、自分語り

などが多分に含まれます。温かい目で見守ってください。 

 



1.鉄研ってそもそもどんな部活なの？ 

部員は現在 53 人、文化部では 1,2を争う王道の部活。 

鉄道旅行の企画を立てたり、他校との交流会を行ったり、はたまた鉄道模型を走

らせたり、レイアウトを新造したり、動画制作や写真撮影をしたり、、等々、や

ることが盛りだくさんの部活。 

また、部員のそれぞれにも個性があり、いつも活気が絶えない。勿論運動部、

文化部問わず兼部可能。 

（2024.10時点での各学年の部員数） 

中学 1 年生 14 人 

中学 2 年生 12 人 

中学 3 年生 4 人 

高校 1 年生 13 人（うち高校からの入部 4人） 

高校 2 年生 6 人 

高校 3 年生 4 人（うち高校からの入部 2 人） 

 

2.普段の部活動の紹介 

a. メイン模型台での模型走行会 

鉄研の一番の魅力ともいえる、巨大な模型台。40 年以上前からの伝統ある

模型台を代々受け継ぎ、部員が持ち込んだ N ゲージを走らせている。（1 回

あたり 80 分ほど）基本的に毎週土曜日の放課後 17:00 ごろまで行っている。

くれぐれも模型の暴走はやめよう。 

 



↓これが模型台だ！！ 

 

全部出して並べるとこんな感じ。裏は所々釘があって痛い 

 

 

 



好きな電車を走らせよう 

 

ちなみに、、、 

模型はどこに普段しまってあるのかというと、北館の校舎裏にある鉄研の倉庫に

しまってある。 

3 年前に建て替えた鉄研の倉庫内。他のクラブと比べると結構新しい部類。 

 



色々なものが所狭しと並んでいる。 

模型台、レール類、工具類、カメラカーなど、鉄道模型関連のものがほとんど。

一応「部室」認定されているが、これはどう見ても「倉庫」であり「部室」では

ないと思う。 

 

b.全体集会 

こちらは、部内企画である、発表会などを主に行う。大勢の前で発表するのは

緊張するかもしれないが、将来的に役立つことだと思うので、発表企画があれば、

積極的に参加してほしい。以前は、自分の撮った写真について発表する、フォト

コンテストを行った。月に 1~2回程度、平日不定期開催。 

↓企画の参加に手を上げる部員達 

 

 

 



 

c.課ごとの活動 

鉄研では、部員それぞれがスキルを活かせるように、各課の活動がある。（詳細

は 3 で後述）a,b とは違い、こちらは課ごとの集まりとなるので、活動頻度や忙

しさは課によって異なってくる。 

 

 
※清風鉄研には女子はいません。画像はイメージです 

 

 

次のページから、 

各課の仕事内容について 

詳しく説明するよ！ 



3.各課の紹介 

現在、鉄道研究部に存在する課は 4 つ。ほとんどの部員が課に入っており、その

うち約半分は 2 つ以上の課に入っている。 

(Ⅰ)模型課 仕事レベル ★★★ 

現在最も多くの部員が入っている課。ここでは、40 年が経過し、老朽化が進

んでいるメイン模型台の修繕、改築を行っている。現状は、川とトンネルの新造

に力を入れている。 

1人当たりの活動は平日週 1,2回。（人によって活動する曜日がそれぞれ異なる） 

↓特に損傷がひどく、解体したトンネル 

 
全体的に表面やレールの老朽化が目立つようになっている 

 



昨年度は、小さい模型台を 3カ月で一から自作した。↓ 

 

 

(Ⅱ)企画実行課 仕事レベル ★★★ 

模型課についで主力となる課。部内企画を考えたり、外部イベントを調整した

り、文化祭の運営を主にしたりする。こちらも週に 1 回程度ミーティングがある

予定だ。 

今まで企画実行課が主体となって行ったこと 

文化祭の運営（出展内容の企画、出展物の配置決めなど） 

嵐電貸し切り企画（4 で後述） 

地方鉄道交流会 in 伊賀鉄道（4 で後述） 

ここでは企画力、実行力が身に付く。鉄研を問わず、将来にも必要なスキルとな

ってくるので、おススメ。 

 

 



(Ⅲ)デジタル課 仕事レベル ★★☆ 

クラブ内の活動をまとめたレポート動画を主に作る課。作った動画は、主に文

化祭や、学校見学会で流す予定。 

レポート動画の他にも、クラブ紹介動画、自分の趣味としての内容の動画も、放

映できる。 

今までにデジタル課員が作って放映した動画の一部 

鉄研紹介動画（各年度毎） 

神戸電鉄 誕生物語 

2024 年度 模型製作記録 

鉄道 PV「近畿日本鉄道」 

阪堺電車貸し切り企画（4 で後述） 記録 PV 

嵐電貸し切り企画（4で後述） 記録動画 

肉声、合成音声、PV 等、動画の作風は人によって異なり、基本的に作り方は自

由。ミーティングは不定期。 

 

(Ⅳ)写真課 仕事レベル★☆☆ 

クラブのホームページにある「フォトコーナー」に掲載する写真を、月に一度

更新する。ミーティングもほぼなく、課の中では一番活動が少ない。兼部などで忙

しい人におすすめ。 

他に、外部のフォトコンテストに応募することもできる。 

↓写真課員が撮った写真 

 



4.過去の活動記録、実績 

2021/10 水間鉄道 ヘッドマーク掲載 

南海本線貝塚駅と水間観音駅を結ぶローカル鉄道「水間鉄道」に、清風のヘッド

マークを付けた車両が走った。（左） 

 

 

 
 



おなじみのヘッドマーク 

 

 
 

 

2022/08 全国高校生地方鉄道交流会 in 南海多奈川線 

「南海多奈川線の活性化案を、各校が競って出す」といった企画。南海電鉄千代

田車庫、岬高校の見学などを行い、最終日に、多奈川線の活性化案をパワーポイ

ントで発表した。今回は初参加ということもあってか、入賞は逃してしまった。

作者は行程中アイスを買い食いして怒られたとか。 

 



 

2023/07 阪堺電車貸し切り企画 

暑い夏の日、レトロな阪堺電車の車両を貸し切り、撮影会や、車内イベントを行

った。これがなんと非冷房！昭和時代の通勤を現体験できるのだという。走って

いる間は風が当たっていいが、止まった瞬間なんと暑かったことか。 

幸い、熱中症での体調不良者はおらず、事なきを得た。 

乗車した車両。天気は非常に晴れていて暑かった。 

 

 

 

2024/03 北摂模型フェスティバル 

鉄研で初めて、模型の運転体験を外部のイベントで行った。会場が池田市の公民

館ということもあって、午前中はかなり人が来てくれた。良い経験になったので

はないかと思う。 

 



流石にあの巨大な模型台は出せなかったので、代わりのレイアウトを作った。 

 
ここで、雲雀丘学園の鉄道研究部さんと、ひょんなことからご縁が出来た。その

後、オンラインで交流会を行った。 

さらにその後の対面交流会は次に詳しく記載。 

 

2024/07 雲雀丘学園さんとの対面交流会 

雲雀丘学園さんの学校を訪問させていただいた。充実した設備、綺麗な校舎、隣

接する阪急の車両基地 etc.など、清風とは設備が違いすぎることに非常に驚かさ

れた。 

隣接する阪急平井車庫。羨まし過ギィ！！！ 

 



 

 

雲雀丘さんのN ゲージレイアウト。HO ゲージまであるとはたまげたなあ 

 

 

 

ポスターセッションでの発表、部誌。かなり精力的に活動されている。 

 

 

 



C56の清掃体験もさせてもらい、非常に良い交流会だった。 

 

 

2024/07 嵐電貸し切り企画 

去年に引き続き、今年は嵐電の車両を貸し切った。（右） 

 



今回は冷房完備であったので、去年よりは過ごしやすかった。 

貸し切った車両も嵐電最古の車両だったので、部員一同は大喜びであった。嵐山

で 1時間留置し、その間部員たちは車両の撮影をしていたり、物を買ったりして

いた。 

12 月には京阪大津線、来年 3 月には近鉄大阪線、名古屋線で貸し切り企画を

行う予定だ。非常に楽しい企画だったので、今後も続けていきたいと思う。 

 

2024/08 全国高校生地方鉄道交流会 in 伊賀鉄道 

一昨年の多奈川線で入賞を逃してしまった悔しさをバネに参加した。今年は、一

昨年とは違い、沿線の撮影を通して、伊賀鉄道沿線地域、伊賀市の性質を見抜こ

うと考えた。 

すると、こんなことが見えてきた。 

伊賀市＝忍者という認識が強いが、忍者をアピールしても、それで伊賀鉄道の利

用者が増えるとも限らない。なぜなら、この辺りは幹線道路が整備され、現に名

古屋と伊賀を 1 時間 40分程度で結ぶ高速バスが多数運転されているのだ。 

 

「忍者の活性化」といった固定観念で考えると、自家用車や高速バスの需要がよ

り高まるだけではないか？これは忍者以外のことにも言える。 

そこに留意しながら、私たちは、「地域の施設と伊賀鉄道の融合」をテーマに、



「伊賀鉄道の乗車券を見せることで割引を受けられる制度の構築」「銀河鉄道

999 をモチーフに、伊賀鉄道乗車型の謎解きゲームを行う」「沿線のフォトスポ

ットを活用する」などの活性化案を発表した。 

その結果、、企画部門で見事入賞を果たした。 

創部以来初めての実績である。鉄研は、大きな進歩を見せた。 

発表前の現地調査に参加した部員達 

 

 

5.おわりに 

鉄道研究部は、特に昨年度から、急成長を遂げている。そのせいか、今年の文化

祭では、一番の来場者数を獲得した。 

これからも鉄研はどんどん発展し続けるだろう。 

 

6.あとがき 

どうも、このレジュメをお手に取っていただきありがとうございます！高 2の現

部長です。こういう形で冊子を出させていただくのは、北摂模型フェスティバル

と、文化祭で頒布した、小模型台の製作記録以来ですね。私自身、2020 年度、

中学 1.2年生の時は、コロナの影響で活動がほとんどできず、中学 3年生の時に



少し復活の兆しが見え、高校生になってから、徐々に勢いを盛り返し、コロナで

押さえつけられた反動ゆえか、過去に類を見ないほどの大躍進を見せています。

この成長を絶やさぬよう、力を合わせて努力する次第です。 

最後に新入生の皆さんに言いたいことがあります。 

 
※清風鉄研に女の子はいません。くれぐれも画像はイメージです。 

               奥付 

        「第一こだま 第 95 号」 

発行人：清風高校 2 年生 部長   発行日 2024/10/20 

―ねえ、君も入部して、鉄研で青春を過ごさない？ 


